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坪井川
セミコン周辺

放流箇所周辺

熊本北部
浄化センター

国道３８７号

堀川

放流箇所周辺

国道３号

高橋

浄化ｾﾝﾀｰ放流口

坪井川河口

四王子

河川・海域等の採水地点：〇
（比較地点を含め全13地点、うち図では①～⑧の8か所表示）

大気の調査地点 ：□
（比較地点を含め全7地点、うち図では1箇所(菊陽北小)表示）

上代橋

④
⑤

⑥

⑧
⑦

セミコン周辺

菊陽北小

2※採水等は熊本市と連携して実施

大津植木線

国道３２５号ＪＡＳＭ①

東京ｴﾚｸﾄﾛﾝ

ＪＡＳＭ②技術短期大学校

ｿﾆｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀ
（新工場）
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W（タングステン）

吉原橋 北部浄化センター 四王寺橋 高橋 上代橋 海（st-6） 下限値

単位：μg/L 排水基準：なし

環境基準：なし

高橋平均9.9μg/L

高橋
24μg/L

高橋
28μg/L高橋

15μg/L

高橋
41μg/L

高橋
22μg/L
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W（タングステン）

吉原橋 北部浄化センター 四王寺橋 高橋 上代橋 海（st-6）

単位：μg/L 排水基準：なし

環境基準：なし
試算値（飲用）
38,250μg/L

高橋
22μg/L

～ W（タングステン）とは？～

・自然界に広く存在し、昔から使用されている元素

・毒性などの情報が極めて少ないため、毒性リスク

が低いものと考えられる

※試算値（飲用）の試算方法
無毒性量（NOAEL）：7,650mg/kg/day ※を用いて
体重50kgの人が１日当たり2L飲用するとした場合
(水の飲用に係る割当率=10%、不確実係数（UF）=500)
※ATSDR(米国有害物質・疾病登録局)

【試算】
①許容摂取量（TDI）=NOAEL/UF=7,650[mg/kg/day]/500

=15.3[mg/kg/day]
②試算値（飲用）=15.3[mg/kg/day]×50[kg]/2[L/day]×10[%]

= 38,250[μg/L]

【使用例】
電球フィラメント、ボールペン（ペン先のボール）、
ゴルフクラブ（ヘッド） 、釣り具（重り）、時計、切削工具、
金型部品、、など

電球フィラメント ボールペン

ゴルフクラブ 釣り具（重り）

※

県で試算した値（飲用）と比較したとしても低い濃度
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吉原橋 北部浄化センター排水 四王寺橋 高橋 上代橋 海（st-6）

単位：ng/L

不検出
高橋
38ng/L

高橋
9.7ng/L

高橋
39ng/L 高橋

24ng/L

減少
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吉原橋 北部浄化センター排水 四王寺橋 高橋 上代橋 海（st-6）

単位：ng/L
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吉原橋 北部浄化センター排水 四王寺橋 高橋 上代橋 海（st-6）

単位：ng/L
ドイツ
6,000ng/L

ドイツ
10,000ng/L

アメリカ
2,000ng/L

オーストラリア
1,000ng/L
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吉原橋 北部浄化センター排水 四王寺橋 高橋 上代橋 海（st-6）

単位：ng/L 減少

高橋平均6.9ng/L 高橋
87ng/L

高橋
15ng/L

高橋
139ng/L

高橋
11ng/L

高橋
20ng/L

・坪井川（高橋）における濃度は、アメリカ、ドイツ及びオーストラリアの飲料水の目標値等と
比較したとしても低い濃度である。 5



冬秋

大学で分析

県で分析

県で分析

結果の蓄積
注目物質の選定

大学で
分析

・R5から環境モニタリングを開始。これまでに工場稼働後の結果も年間を通じて蓄積することができた。

・これまでの結果から変化が確認された物質は継続して注視していく必要がある。

・大学に分析を依頼していた物質の一部について、県の研究所での分析、解析体制構築に向けて取り組

んだ結果、県で測定が可能となった。

・R８以降は変化が確認された物質を中心に、県保健環境科学研究所で分析を実施

する。併せて大学のスクリーニング分析も年２回の頻度で継続し、変化が生じた

物質が無いか継続監視する。
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※宇土市は菊陽町と同一採取日のデータをプロット（2023年夏季-2024年冬季については、同一採取日がないため、夏季は2023.7-8月の
平均値を、秋・冬季は同一採取月の平均値をそれぞれプロット）
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MOE = 無毒性量（NOAEL）/暴露濃度
=12/0.00185
=6,486

環境省の資料1)に従い、2025年1-11月の菊陽のデータを暴露濃度として評価

※MOEとUFs（不確実係数積）によるリスク評価
MOE ＞ UFs ： リスクの懸念なし
MOE UFs ： リスクの懸念あり

UFs = 種差 × 個人差 × LOAELの使用 × 試験期間 × 修正係数 = 1,000
(10) (10) (10) (1) (1)

MOE ＞ UFs
6,486 ＞ 1,000

（リスクの懸念なし）

※独立行政法人 製品評価技術基盤機構 化学物質管理センター 化学物質のリスク評価について –より
よく理解するためー

8
1) 環境省環境保健部環境リスク評価室 (2012) 化学物質の環境リスク初期評価書 モリブデン及びその化合物



0.063 0.085 0.029 0.24ng/m３

1)環境省環境保健部環境リスク評価室 (2017) 化学物質の環境リスク初期評価書 テルル及びその化合物
2)環境省環境保健部環境安全課 (2008) 平成18年度化学物質実態調査結果

1,2)

菊陽町 全国
0.062 ng/m３ 0.063 ng/m３（幾何平均値）
0.067 ng/m３ ＜ 0.085ng/m３（算術平均値）
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